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平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日

（
日

）
鬼
怒
川

の
河
川
敷
に
あ
る
水
辺
の
楽
校

(

下
妻
市
鎌
庭
地

先

)

に
お
い
て

｢

花
と
一
万
人
の
会

｣

に
よ
り
ク

リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
飾
り
が
行
わ
れ

ま
し
た

。
点
灯
式
に
は

、
水
辺
の
楽
校
を
活
動
拠

点
と
し
て
い
る
青
龍
楽
校
少
年
団
約
五
〇
名
や
保

護
者
の
方
々
も
参
加

、
鬼
怒
川
の
河
川
敷
が
美
し

い
光
に
包
ま
れ
ま
し
た

。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
五
回
目
を
迎
え

、
地

域
の
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し

た

。

　
皆
様
も
是
非

、
鬼
怒
川
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン

を
ご
覧
下
さ
い

。

レ
モ
ン
牛
乳
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
レ
モ
ン
牛
乳

（
レ
モ
ン
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う

）
と
は

栃
木
県
内
の
製
乳
メ
ー
カ
ー
二
社
が
生
産
し
て
い

る
乳
飲
料
で

、
無
脂
肪
牛
乳
や
生
乳
に
甘
味
と
レ

モ
ン
の
香
り
を
加
え
黄
色
く
着
色
し
た
飲
料
の
通

称
で
す

。

 
フ
リ
ー
百
科
事
典

『
ウ

ィ
キ
ペ
デ

ィ
ア

（
W
i
k
i
p
e
d
i
a

）
』
よ
り
引
用

　鬼
怒
川
上
流
域

(

栃
木
県
宇
都
宮
市
周
辺

)

に
出

か
け
の
折
り
に
は

、
ス
ー
パ
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き

、
今
話
題
の
味

を
味
わ

っ
て
み
て
は
如
何
で
す
か
！

「
鬼
怒
川
で
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ﾄ

」
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
日

（
木

）
「
鬼
怒
川
･

小
貝
川
の
伐
採
木
の
利
活
用
に
関
す
る
検
討
会

｣

を

開
催
し
ま
し
た

。

　
こ
の
検
討
会
は

、
平
成
二
十
年
八
月

、
下
館
河
川

事
務
所
と
鬼
怒
川
・
小
貝
川
の
沿
川
自
治
体

（
十
九

市
町

）
が
協
働
･
連
携
し

、
鬼
怒
川
･
小
貝
川
か
ら

発
生
し
た
伐
採
木
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り

、
地
域

の
利
便
性
の
向
上
や
地
域
の
活
力
の
一
助
と
な
る
よ

う

、
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
し
た
も
の
で
す

。

 河
川
敷
内
伐
採
木
の
処
分
費
の
削
減
と
木
材
資
源
の
有
効
活
用
を
目
指
し
て

鬼
怒
川
･
小
貝
川
の
伐
採
木
の
利
活
用
に
関

す
る
検
討
会
開
催

沿
川
自
治
体
と
連
携
し
て

 
こ
こ
で
言
う
伐
採
木
と
は

、
鬼
怒
川
･
小
貝
川

の
河
道
内
に
お
い
て

、
洪
水
の
流
れ
の
阻
害
と
な

る
樹
木
や
河
川
管
理
施
設
を
見
る
の
に
死
角
と

な

っ
た
り

、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
温
床
に
な
る
な

ど
河
川
管
理
上
支
障
と
な

っ
て
い
る
樹
木
を
自
然

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
計
画
的
に
伐
採
し
た
も
の

を
言
い
ま
す

。

 
検
討
会
で
は

、
こ
の
取

り
組
を
開
始
し
て
一
年
が

経
過
し
て
い
く
中
で

、
利

活
用
の
さ
ら
な
る
拡
大
と

推
進
を
目
指
し

①
平
成
二
十
一
年
度
伐
採

 
木
利
活
用
状
況
報
告

②
平
成
二
十
年
度
伐
採
木

 
ス
ト

ッ
ク
状
況

③
平
成
二
十
一
年
度
伐
採

 
箇
所

等
に
つ
い
て
報
告
及
び
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た

。

沿
川
市
町
の
利
活
用
事
例

【
さ
く
ら
市

】

　
氏
家
ゆ
う
ゆ
う
パ
ー
ク
内

「
カ

ワ
ラ
ノ
ギ
ク
管
理
地

」
に
進
入
防

止
策
と
し
て
伐
採
木
を
利
活
用
し

た
丸
太
を
活
用
し

、
ベ
ン
チ
と
し

て
も
利
用
出
来
る
立
ち
入
り
防
止

柵
を
整
備
中
で
す

。

伐
採
木
を
使

っ
て
あ
ず
ま
や
を
現

地
で
製
作

　
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日

、
二
十
九

日
宇
都
宮
市
桑
島
地
先

（
鬼
怒
川
左
岸

）
に

「
あ
ず
ま
や

」
を
試
行
的
に
製
作
・
設
置
し
ま

し
た

。

　
製
作
に
は

、

「
と
ち
木
の
会

」
が
指
導
に
あ

た
り

、
真
岡
工
業
高
校
の
生
徒
十
人
が
実
習
教

育
と
し
て
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た

。

　
完
成
し
た

「
あ
ず
ま
や

」
は

、

「
き
よ
は
ら

水
辺
の
楽
校

」
の
活
動
場
所
に
面
し

、
年
間
を

と
お
し
て
実
施
さ
れ
る
種
々
の
活
動
拠
点
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
共
に

、
皆
様
方

の
散
歩
時
の
休
憩
場
所
等
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す

。

　 ｢

と
ち
木
の
会

｣

協
力
・

 
 

真
岡
工
業
高
校
実
習
教
育

真岡工業高校生徒実習風景

完成したあずまやと垣根

【下妻市】
　小貝川ふれあい公園
内に丸太椅子を設置

伐採木を利活用したあずまや
について説明

会議の状況

「もう、いくつ寝
ると、お正月、
お正月には、
凧上げて・・・」

新春千姫凧揚げ会
2010年１月10日

( )

 
又

、
当
日
は

、
検
討
会
に
先

駆
け

、
十
一
月
二
十
八
･
二
十

九
日
に
宇
都
宮
市
桑
島
地
先

(

鬼
怒
川
河
川
敷
左
岸
遊
歩
道

沿

)

に
お
い
て

、
伐
採
木
を
利

活
用
し
て
試
行
的
に
設
置
し
た

｢

あ
ず
ま
や

｣

を
見
学

、
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
し

ま
し
た

。

利　活　用　事　例
ロングベンチ

キノコ植菌の原木
に

花台・プランター

連
携
し
て
河
川
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
師
走
に
入
り

、
依
然
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
絶
え

ま
せ
ん

。

ゴ
ミ
が
不
法
投
棄
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

 
①
廃
棄
物
か
ら
有
害
な
物
質
が
流
れ
出
し

、

　
　
河
川
や
土
壌
を
汚
染

 
②
植
物
や
魚
な
ど
の
生
き
物
の
生
息
環
境
が

 
 

喪
失

 
③
快
適
な
河
川
利
用
施
設

(

堤
防
･
公
園

)

 
 

の
喪
失

 
④
税
金
に
よ
る
不
法
投
棄
物
の
処
理

等
多
く
の
問
題
が
発
生
し
ま
す

。

 
そ
の
た
め

、
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に

、
地
域

と
連
携
し
て
種
々
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

。

 
小
学
生
を
初
め

、
地
域
の
自
治
会
や
企
業
等
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に

、
年
間
を
と
お
し

て
ゴ
ミ
拾
い
に
協
力
頂
き

、
毎
回
多
く
の
ゴ
ミ
を

回
収
し
て
い
ま
す

。

 
又

、
中
学
生
等
に
よ
る
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板

も
設
置
頂
い
て
い
ま
す

。

 
下
館
河
川
事
務
所
に
お
い
て
も

、
看
板
や
広
報

誌
で
の
環
境
意
識
の
啓
発

、
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
等
を
行
い

、
不
法
投
棄
の
抑
制
及
び
発
見
に

努
め
て
い
ま
す

。

 不
法
投
棄
に
よ
り
失
わ
れ
た
自
然
環
境
等
を
回

復
す
る
た
め
に
は

、
多
大
な
時
間
や
労
力
や
費

用
が
か
か
り
ま
す

。

  
き
れ
い
で

、
快
適
な
美
し
い
川
づ
く
り
の
た

め
に
皆
様
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。

地
域
の
宝
・
鬼
怒
川
･
小
貝
川
の
自
然
環
境水

質
の
異
常
を
見
つ
け
ま
し
た
ら
･
･

　 　
年
末
・
年
始
に
鬼
怒
川
・
小
貝
川
及
び
そ
の
支

川
で
大
量
の
油
が
流
れ
て
い
た
り

、
魚
が
大
量
に

浮
い
て
い
る
状
況
を
見
か
け
ま
し
た
ら

、
左
記
の

連
絡
先
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い

。

【
連
絡
先

】

　
国
土
交
通
省

　
　
下
館
河
川
事
務
所
 

計
画
課

　
　
　
０
二
九
六

（
二
五

）
二
一
六
一

（
代
表

）

　　
茨
城
県
　
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー

（
平
日
の
み

）

　
　
　
　
　
　
０
二
九
六

（
二
四

）
九
一
三
四

　
　
　
　
　
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー

（
平
日
の
み

）

　
　
　
　
　
　
０
二
九

（
八
二
二

）
七
０
四
八

　
な
お

、
夜
間
・
休
日
で

、
連
絡
が
つ
か
な
い
場

合
に
は

、
最
寄
り
の
消
防
署
・
交
番
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

。

魚が大量に浮いている。

大量の油が流れている

゛

゛


